




高乳酸血症を伴う先天性代謝異常症が数多く報告されている。そこで血液とは異なり室温

放置でも乳酸値が変動せず,しかも採取が容易な尿による高乳酸血症のスクリーニング法

について検討した。まず 0才から 15 才までの正常小児の尿中乳酸を酵素法で測定した。表

に示すように尿中乳酸は生後1ヵ月,とくに生後 1週間は高値を示し,しかもその値の変動

は大きかった。したがって生後 1週間以内のスクリーニングにはとくに注意を要するもの

と思われた。1ヵ月以後はほぼ一定の値を示した。しかし尿中乳酸値を㎎/㎎クレアチニン

で表現すると 1才以後は 1才以前に比してその値は有意に低かった。 


